様式①
　　　　年　　月　　日　
持続可能な利用に資する事業者としての協力宣誓書
国頭村長　殿
住  所
　　　　　　　　　　　　　　　　        　　氏　名　                   印
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私は、　　　年　　　月　　　日に事業者向けセミナーを受講した上で、持続可能な利用に資する事業者（通称「協力事業者」という）として、下記事項について宣誓いたします。なお、条例第6条第１項から第３項に定める欠格事由のいずれにも将来にわたり該当しないことをあわせて誓約いたします。
万一、虚偽の宣誓をしたことが判明した場合、協力事業者としての登録を無条件で抹消等され、これにより損害が生じた場合又は警察等の捜査の対象となった場合でも一切の賠償請求等は行いません。

　
記
・国頭村公認ガイド利用推進条例（以下、「条例」という）の目的及びその他各種法令の趣旨を理解した上で、心得た事業を展開する公認ガイドの利用促進に励みます。
・国頭村の豊かな自然環境と歴史文化の重要性を理解し、これら地域資源を誇る事業者としての自覚を持ち、別紙に記す国頭村利用ルールの遵守と当該ルール及び地域資源の特性と価値・魅力の普及啓発に努めます。
・ガイド事業者でなくとも、自身の事業展開において、添付する小論文等に記載した通り、国頭村における持続可能な利用と地域振興の推進を図っていきます。
以上

（別紙）
国頭村利用ルールへの同意書
国頭村利用ルールを熟読し、下記のチェック項目の遵守及び普及に同意します。
	□
	自然の中では自己責任の下で安全な行動をする。（★）

	□
	万一に備えた救急道具や装備を用意する。

	□
	天気予報・注意報・警報等、必要な情報を直前まで確認する。

	□
	各自然体験フィールドに設定されたルートを外れない。

	□
	自然に入る前にトイレは済ませ、トイレの無いところで用を足す可能性を踏まえて、携帯トイレを持参する。

	□
	ゴミは全て持ち帰る。

	□
	火を使わない。（★）

	□
	自然の中では大きな音を出さない。

	□
	地域が推進するエコツーリズムに協力する。

	□
	自然環境に配慮した運転をする。（★）

	□
	法令等による規制が特に厳しい場所の利用は控える。特に立入り規制への協力が求められている場所には、やむを得ない場合を除いて入らない。

	□
	ルート路面の特性を理解し、配慮する。

	□
	動植物を採集・採取しない。（★）

	□
	動植物を持ち込まない。

	□
	野生の動物に餌を与えない。

	□
	動物を驚かさない。（★）

	□
	希少動植物の密猟・盗掘防止のため、生息・生育場所をみだりに不特定に対して周知しない。

	□
	自然の中にも私有地が多いため、むやみに車両（バイク・自転車含む）の乗入れ・駐車をしない。

	□
	地域が大切にする神聖な場所や歴史的遺構に対して配慮する。

	□
	地元の住民には「お邪魔します」の気持ちを忘れない。（★）

	□
	集落周辺での運転は特に配慮する。

	□
	自然の中は、日の当たる明るい内に利用し、日没までに下山し、暗いうちは利用を控える。

	□
	管理者の居る、国頭村森林公園・比地大滝では、管理者の設ける最新の利用ルールを確認して守る。

	□
	管理者の居ない与那覇岳・伊部岳では、量・密度の高くなる団体（６人以上）での利用を控える。（モニタリング結果をもとに１日の適切な利用者数をそれぞれ120人・60人と想定している）

	□
	与那覇岳では、
・9合目より頂上は立入り制限に協力する
・粘土質が露出し、岩盤のコケなど滑りやすい場所があるので、洗堀に注意し安全にも配慮する。
・水たまりを含め、足下の動植物には十分に注意する。

	□
	伊部岳では、
・オキナワウラジロガシルートを利用する。
・伊部岳頂上周辺への立入り制限に協力する。

・粘土質が露出し滑りやすい場所、急な坂道が多いので、特に少人数での利用を基本とする。
・雨天・雨天翌日は非常に滑りやすくなるため、利用を控える。

・ルートの目玉で、県の名木百選にも選ばれている「オキナワウラジロガシ」は、木の実の採取、根元での休憩、木登りなどの根踏みによる荒廃が確認されているため、所有者のルールに従い配慮した行動をする。（R3年度3月時点ロープ設置有り）

・駐車できるスペースがないので、アクセスの検討やガイドツアーへの申込をする。


　　※（★）については、夜間や海・浜の利用時に注意を要するルールであることを示す。
